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人 旭川市の大学等進学者・大学等進学率の推移 
旭川市 高等

学校卒業者

総数 

旭川市 大学

等進学者数 

（参考）全

国 大学・短

期大学等へ

の進学率 

（参考）全

国 大学進学

率％ 

（参考）北

海道 大学等

進学率％ 

旭川市 大学

等進学率％ 

612  
509  

624  618  
504  537  495  

1,101  
1,075  

967  976  
1,071  991  1,028  

362  

359  377  338  379  401  384  

2,075  

1,943  1,968  1,932  1,954  1,929  1,907  
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1,000
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2,000
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

人 高等学校卒業者のうち，進学決定者の進学先推移 

道外 

市内を除く道

内 

市内 

進学決定者数 

旭川市の状況について 

※左のグラフは，「旭川市統計書」に掲載されて 
 いる高等学校卒業者の卒業後の状況のデータを 
 基に作成したもの。 
※「大学等進学者」とは，大学（学部・別科）， 
 短期大学（本科・別科），大学・短期大学の通 
 信教育部，高等学校専攻科，盲・ろう・養護学 
 校（高等部専攻科）に進学したものである。 
 
・高等学校卒業者総数は，平成元年以降を見る 
 と，平成３年をピークに減少傾向であり，平成 
 ２８年の２，９８０人は平成３年の５，９４８ 
 人と比較して半減している。 
 
・旭川市における大学等の進学率は上昇傾向にあ 
 り，平成２８年は４３．２％となっているが， 
 全国の進学率５４．８％と比べると１０ポイン 
 ト以上の差が開いている。 

大学等進学者の状況 

※左のグラフは，旭川市経済観光部でまとめてい 
 る高等学校卒業者のうち，進学を決定した者の 
 データを基に作成したもの。 
 
・進学決定者の数は，約２，０００人でほぼ横ば 
 いの状況である。 
 
・進学先を見ると，市内を除く道内としている者 
 が多く，毎年１，０００人前後で，次いで市内 
 がその半分の５００人前後，道外は市内の約８ 
 割程度の４００人前後の状況となっている。 

資料９ 
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旭川市における10～29歳人口の流出入状況（平成27年） 
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旭川市における10～29歳人口の流出入状況（平成26年） 

札幌市 上川定住圏 上川その他 首都圏 
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旭川市における１０～29歳人口の流出入状況（平成25年） 

転入 
↑ 
 
 
 
↓ 
転出 

札幌市 上川定住圏 上川その他 首都圏 

１０歳から２９歳までの人口流出入の状況 

※グラフは，住民基本台帳人口移動報告データを基に，旭川市における 
 １０歳から２９歳までの人口流出入を，札幌市，上川定住圏，上川そ 
 の他，首都圏に分けて作成したもので，各区分の左から１０歳～１９ 
 歳男性，２０～２９歳男性，１０～１９歳女性，２０～２９歳女性の 
 順で掲載している。 
 
・１０～１９歳の流出入を見ると，男性，女性ともに札幌市と首都圏へ 
 の流出超過の状況が顕著であり，転入に対して２～３倍の人数が転出 
 している。 
 
・上川定住圏，上川その他の流出入を見ると，ほぼ転入と転出は均衡し 
 ている状況である。   

10～19歳 20～29歳 10～19歳 20～29歳

転入 501 1,819 352 1,430

転出 -683 -1,799 -408 -1,607

男性 女性
全体

10～19歳 20～29歳 10～19歳 20～29歳

転入 502 1,740 371 1,436

転出 -665 -1,802 -421 -1,581

全体
男性 女性

10～19歳 20～29歳 10～19歳 20～29歳

転入 527 1,743 376 1,442

転出 -688 -1,841 -477 -1,610

全体
男性 女性
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旭川市の０歳から２９歳までの人口推計（男性） 
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旭川市の０歳から２９歳までの人口推計（女性） 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

10～14歳 

5～9歳 

0～4歳 

１０歳から２９歳までの今後の人口推計 

※上のグラフは，国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口」（平成25（2013）年３月推計）に掲載さ 
 れているデータを基にして，０歳から２９歳までの人口推移を男女別に表示したもの 
 
・男性，女性ともに減少し，２０２０年（平成３２年）にはそれぞれ３万５千人台，２０３０年（平成４２年）には３万人を 
 割り，２０４０年（平成５２年）には２万５千人を割ると推計されている。 
 
・推計どおりにいくと， ２０４０年（平成５２年） の０歳から２９歳までの人口は，２０１５年（平成２７年）の３分の１ 
 まで大幅に減少すると見込まれている。 
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38,418 

35,436 
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39,049 

35,458 

31,977 

28,723 
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国立社会保障・人口問題研究所の『日本の地域別将来推計人口』（平成25（2013）年３月推計）に掲載されているデータを基に，
人口ピラミッドグラフで表示したもの 

（参考）旭川市の今後の人口推計 

4 

男性 女性 合計 

153,693 182,199 335,892 

男性 女性 合計 

146,392 175,904 322,296 

男性 女性 合計 

129,130 159,099 288,229 

男性 女性 合計 

110,890 138,347 249,237 



旭川市の産業構造 

平成21年7月1日現在 平成24年2月1日現在 平成26年7月1日現在 

第3次産業 13,569 12,590 12,906

第2次産業 2,382 2,250 2,219

第1次産業 73 52 76

合計 16,024 14,892 15,201

0
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か所 旭川市の事業所数の推移 

平成21年7月1日現在 平成24年2月1日現在 平成26年7月1日現在 

第3次産業 137,359 115,179 131,090

第2次産業 24,612 22,366 22,461

第1次産業 849 659 799

合計 162,820 138,204 154,350

0
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120,000

140,000

160,000
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人 従業者数の推移 

※左上及び左下のグラフは，「旭川市統計書」の産業（大 
 分類）別事業所数及び従業者数のデータを基に作成した 
 もので，平成21年及び平成26年は経済センサスー基礎 
 調査，平成24年は経済センサスー活動調査で調査手法 
 が異なる。平成24年は民営事業所のみの調査，事業所 
 数には，いずれも事業内容等不詳の事業所を含まない。 
 
・第３次産業の事業所数がほとんどで，全体の約８５％を 
 占めており，第２次産業は約１５％で，第１次産業は約 
 ０．５％の状況である。 

・従業者数の状況を見ると，平成２６年７月１日現在では 
 約１５万５千人であり，内訳としては，第３次産業に約 
 １３万１千人，第２次産業に約２万３千人，第１次産業 
 は千人に満たない状況である。 
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産業分類詳細従業者数（平成２６年７月１日現在） 

第１次産業 第２次産業 第３次産業 

産業別従業者の状況 

※上のグラフは，「旭川市統計書」の産業（大分類）別事業所数及び従業者数のデータを基に，各産業別の従業者数の状況を 
 作成したもの 
 
・第３次産業の従業者数の状況を見ると，卸売業・小売業が約３万３千人と一番多く，次いで医療・福祉の約２万７千人， 
 サービス業（他に分類されないもの），宿泊業・飲食サービス業が約１万３千人などとなっている。 
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製造品出荷額等の状況 

※上のグラフは，「旭川市統計書」の産業別事業所数・従業者数及び製造品出荷額等のデータを基に製造品出荷額等の状況を作成したもの 
 で，従業者１～３人の事業所は,除外している。平成２３年は経済センサス－活動調査 産業別集計（製造業）結果で，その事業所数・従 
 業者数は平成24年2月1日現在であり，それ以外は工業統計調査のデータで各年１２月３１日現在のものある。  
 
・製造品出荷額は，食料品製造業が一番多く平成２７年は約６０４億円，次いでパルプ・紙・紙加工品製造業が約３１６億円となっている。 
 これら以外では，生産用機械器具製造業が増加傾向にあり，平成２７年は約９８億円となっている。 
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万円 製造品出荷額等の状況 

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 
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雇用の状況 
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月間有効求職数 月間有効求人数 
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管理職 専門技術 事務職 販売 サービス 保安 農林漁業 生産工程 輸送運転 建設採掘 軽作業 

人 職業別求人状況（平成２８年１１月時点） 
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開発・製造技術者 建築・土木・測量技術者 情報処理・通信技術者 医師，薬剤師等 看護師，保健師等 医療技術者，栄養士等 保育士，福祉相談員等 その他 

人 
専門的・技術的職業の求人状況（平成２８年１１月時点） 
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人 
サービスの職業の求人状況（平成２８年１１月時点） 
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人 
生産工程の職業の求人状況（平成２８年１１月時点） 
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